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１年生 ２年生 ３年生 合　計
時間が無い 0 5 6 11
単位のキャップ制に引っかかる 24 5 4 33
興味がない 0 7 0 7
必要がない 0 7 0 7





















１年生 ２年生 ３年生 合　計
かなりある 17 35 11 63
それほどない 9 17 11 37
ない 3 8 1 12
１年生 ２年生 ３年生
週に１回 6 11 5
週に２回 8 5 3
週に３以上 11 13 4
テスト前のみ 8 13 11
１年生 ２年生 ３年生
～15分 0 4 1
～30分 13 12 10
31～60分 3 0 3
１時間以上 15 23 10
１年生 ２年生 ３年生
自宅 8 19 3
大学 12 11 6































時間がない 4 10 2
必要がない 0 9 0
興味がない 1 5 0
理由はない（なんとなく） 2 10 2
その他 1 1 0
１年生 ２年生 ３年生
経済的理由 5 9 9
時間的理由 14 18 13
その他の理由 4 9 5
表６：大学からのピアノ技術向上のための支援望まない理由（複数回答可）
表７：大学からのピアノ技術向上のための支援を望む理由（複数回答可）
演習以外の時間もほしい。」というのは、「器楽演習」という時間だけでなく、音楽や表現に関する他の授業で
も、ピアノに触れる機会をもつことを望んだものと考えられる。キャップ制や時間のなさに苦労する学生にとっ
ては、授業の中でピアノに触れる機会を積極的に創出していくことが必要である。
　「器楽演習の時間だけでは弾けるようにならない」というアンケート自由記述の答えと共に、学生の声でよ
く聞かれるのは、「ピアノ実技が１年生の時にカリキュラムに組み込まれておらず、１年間で習得して来年実
習に行くのが怖い。実際、12月現在で、たどたどしくしか弾けません。このまま実習のある３年制になるのが
とても不安です。」という回答に代表される、継続して器楽演習が履修できないことによる技術力の低迷と、
実習への不安である。器楽演習を履修できないタームがある実態、さらに、キャップ制による器楽演習履修の
限界が明らかになったことから、カリキュラムにある、既存の音楽系授業や表現力演習なども用いた、ピアノ
実技向上につながる要素を組み込むことの必要性が確認される。なぜなら、アンケート質問⑦「授業があるこ
とで、練習時間に影響がありますか」という質問に、「ある」と答えた学生は一定数存在するからだ。しかし
ながら、筆者が担当する「表現（音楽）」以外、それに相当する授業は、現在はないため、次回のカリキュラ
ム作成時に対応が必要であると考えられよう。キャップ制があり、時間に追われている学生たちにとって、新
たな時間をとって練習に充てる可能性は低い。これは指導力の問題ではない。いくら指導力が高く、学生も重
要性を認識したところで、採用試験でもピアノ技術が問われなくなってきつつある昨今、限りある時間は採用
試験に出る内容に力を投入することになるのは、当然の流れであろう。
　また、器楽演習を履修しないとの学生の回答を見ると、２年生の答えは、「時間がない」「興味がない」など
が、中心となっている。これは、進路への関心がまだ高まっていないためとも考えられる。この傾向は、先行
研究との比較でも明らかなところでもあり５）、アルバイトや部活、サークル活動などに追われる日常を送って
いること、また、その時間を使う優先順位が学生自身の興味関心を中心に形成され、ピアノへの興味関心より
強いものがある場合、ピアノを練習したり重要視したりすることが後回しになっていくことが想像される。し
かし３年生になると、すでに実習に行き、さらに次年度にも実習を控えているため、前回の実習での経験をふ
まえ、ピアノ技術の重要性や、向上したいと思う傾向が高まるものと考えられる。
ⅲ．ピアノの練習状況について：質問⑦からは、ピアノの授業の有無が練習に影響すること、また、質問⑧の練習
回数の集計に「テスト前のみ」と答える学生が一定の割合でいることからも、学生達にとって、授業内で器楽
演習以外にピアノ実技を扱うことが、すでに述べたようにピアノの練習根拠に大きく影響する傾向がはっきり
と示されている。一方で、練習１回あたりの時間数を見ると、回数が少ないにも関わず、１時間以上練習する
学生がどの学年においても最多である。
　この数字から、学生がコンスタントに練習せず、１回にまとめて練習するスタイルを持つことがわかる。こ
の方法は、ピアノ技術の向上には問題があると言えよう。ピアノ技術は単純に運動能力の面もあり、いくら長
時間練習したとしても、数日開ければそこでの学びは大きく後退し、またほぼ前回の練習前の状態から始めな
ければならない。つまり学生は、いつまでも「できない」ところから始めることになり、それが「苦手」意識
のスパイラルと強化をもたらすことになるのである。15分ずつでも、毎日やる方が、１週間に２回ほどまとめ
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５）先行研究では、「練習できない理由として最も多かった回答が、「アルバイトに忙しい」であった。「その他」と回答した27人
のうち15人が、「部活等、○○が忙しい」と記述しており、「アルバイトに忙しい」と合わせて忙しさを理由として回答した学
生は67.6％と７割近かった。」（市橋・安田2017，58）とあり、教職課程に在籍する学生の忙しさが共通することがうかがえる。
て１時間やるよりも効果的であることは、指導すべきであろう。
　先行研究からもこの傾向が本学特有のものではないことは先述した。最近の学生が育ってきた稽古事事情や、
複数免許取得を掲げる教員養成校のカリキュラムの実情などを考慮すると、他の教員養成校の抱える課題にも
通じると考えられる。つまり、複数免許取得を是としながら、そのためのカリキュラムは学生が準備の時間を
十分に取れないまま進んでいくという、矛盾のある中で教員養成が行われている実態に行きつく。
ⅳ．ピアノ実技に関する大学からの支援について：本アンケートで明らかになったのは、大学での何らかの支援を
望む学生がいるとともに、はっきりとした理由なく支援を必要としない学生が一定数いる、ということである。
　支援を必要とする学生は、「大学外で習いたいが、金銭的に余裕がないため、もっと学校で習いたい。」や「家
に帰ってからや、空きコマの時間があまりなく、ピアノの練習時間が無いので、ピアノの授業を増やして欲し
い。」「選択だと、人数が限られ入れないため、器楽演習を必修にして欲しい。」など、学生の置かれている環
境による切実なものが多い。一方で、「単位がある授業であれば、望む。」や「授業内で練習の時間があれば、
より練習できる。」といった、「個人練習」を「学校で授業中に」やりたいという、自分の都合を率直に述べる
意見もある。このあたりは、どこまでが大学という高等教育機関での教育範囲であり、さらに「単位」に代表
される高等教育機関のシステムであるかを、学生たちがどこまで理解しているのか、ということもあろう。
　支援を望まない学生は、「自分で習いにいこうと考えるから。」「個人でも練習できるから。」というように、
ピアノが嫌なわけではなく、むしろ積極的にピアノに取り組もうとしている学生も多い。これには、「授業が
詰まりすぎているから。」という理由や、他にも学内での指導によるピアノ技術向上の限界を自身で認識した
場合もあると考えられる。
　「志望する」「志望しない」によらず、練習を自主的にではなく「大学システムの中で」こなしたいと考える
学生の姿は、ピアノ練習の必要性が、個人のタイムマネージメントの優先順位において低いことを示している
とも考えられる。学生が自覚している器楽演習の必要性が、どのような根拠によるものでどのような位置づけ
なのかは、今後見極めていくべきものであろう。ここから、やみくもに大学がプログラムを先に設定するので
はなく、学生側のニーズや可能な環境をリサーチした上で、教員側の考えとすりあわせ、プログラムを立ち上
げることが重要性であることがわかる。
Ⅳ．終わりに：自由記述にみる、「困りごと」
　本学において、ピアノ技能をめぐるアンケート調査を行ったのは、初めての試みであった。ピアノの実技に関し
ては、幼稚園・保育園での実習では真っ先に指摘される技能である一方で、先述したように教員採用時には選択さ
れたり除外されたりなど、学生の側にとっても力の入れ方を苦慮するものであると言える。そのような中、多くの
学生が、ピアノ実技についての不安を具体的に聴かせてくれた。自由記述には、「幼稚園の教諭・保育士の合格率
を上げたいのなら、大学が支援すべき。」という、大学の成長戦略においてピアノ技能を位置付けるような内容も
ある。
　学生からの日常的な意見を受け、アンケート結果を見て改めて確認できたのは、①音楽系授業担当者と現代の学
生との、技能面における理解の齟齬、②学生の置かれている時間や場を含めた環境の限界、③現行の教員養成課程
の課題、といったものであった。
　①については、音楽科目を担当する教員の多くはピアノやその他の楽器などを、小さい頃から学んでいるのに対
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し、アンケート結果からも明らかなように、本学ではレッスン→練習→レッスンのサイクルが経験としての定着が
低く、読譜の困難さからも個人練習が非常に難しい実態がある。学生にとっては、今後のキャリア形成にピアノ技
能は必要であることは理解できても、基本的な一歩を継続させる「読譜力」や「見通し」を立てにくい。それは、
楽譜の意味についても言え、学生はバイエルから主要番号を抜き出して課題とされることに不安を覚えている。そ
れは、番号が飛ぶことによって、突然難しくなったり、既習事項をどのように活用したら良いのかがわからないと
いうことから起こっていることが、証言から確認できた。バイエルは練習曲集であるため、曲集内の練習のテーマ
が異なるいくつかのセクションの中で、主要曲を選んで課題とする結果、課題番号が飛ぶのであるが、新しいセク
ションではまた新しいことをやるので、難しい印象を受け、いつまでも暗中模索している感を持っているのである。
その辺り、つまり各セクションの練習テーマを説明し、セクションの主要番号以外でも練習してテーマを強化して
習得していくことができるなど、教材の持つ意味を説明し、理解を促す指導が必要と考えられる。「練習ありき」
ではあるが、その練習とレッスンとの関係性の説明や、現在やっている練習曲と既習曲や今後の練習曲との関わり
など、大学生ならではの教育的配慮が必要と思われる。
　②学生の置かれている時間や場を含めた環境については、③現行の教員養成課程の課題とも関連するものである。
複数免許の取得を希望とする学生は、特に非常に忙しい。大学の授業だけでなく、その上に生活のためにアルバイ
トをしたり、サークル活動をしたりしている。大学の教育は、授業だけで行われるものではなく、本来、学業と共
に様々な社会と責任をもって主体的に関わるトレーニングの場である。本学学生はさらに、教育実習だけでなく、
ボランティア活動もある。これらは、学外で活動するだけでなく、事前事後に様々な書類を作成しなくてはならな
い。現実的に時間がないのである。
　教員に幅広い教養を付ける場であるはずの大学で、学生達は課題に追われる日々を送り、熟慮よりは「要領」を
求められ、「即席」で「最小限の努力」で、実習や教員採用試験に必要な「最小限の技能」を身につけたいと思っ
ている。
　学生を送り出す先の現場は、ピアノの技能は教員免許を取得するプロセスで、「ある程度できているもの」とし
て採用試験からピアノ技能を外し、市場では「楽譜が読めない」教員用の参考書も売り出されている。『学習指導
要領』や『幼稚園教育要領』には、ピアノについての言及が一切ないことは先にも述べた。今後小学校においては、
英語やプログラミング学習といった新しい学びが進む中でも、音楽科教育の重要性は変わらない。人間が根源的に
持つ、自他とのコミュニケーションツールであるからだ。しかし、時代の流れの速さが指摘されて久しい現代にあっ
て、従来の音楽科教育を前提とした授業や、「必要」とされるピアノ技能は果たしてこれからも存在するのか、存
在するとすればどのようなものなのか。新しい時代を生き抜く力を育む学校教育に資するためにも、ピアノ技術と
音楽科授業、また初等科教員養成課程における学生の取り組みについては、再考の時期を迎えていると思われるし、
現状のひずみはどこかで是正されなければならないものであろう。
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